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Ⅰ. 受講生より 
１． 参加して新しく発見したことは何ですか？ 

・多治見市だけでも、いろいろな 
種類の仕事があることが分かっ 
た。（小５） 
・コンセントのつけ方が分かった。 
（小６） 
・電気をつなげるときに線を切る 
道具が重たいし、かたいから、そ 

れを使っている人はお仕事がんばっているんだなあと思 
った。（小２） 
・電気は海からできることを初めて知った。（小１） 
・電気工事でねじでくっついていることを発見した。（小２） 
・電気を変電するのに、たくさんの機械などが使われてい 
た。（小４） 
・電柱は登ったりするんだなと思った。（小２） 
・電柱を点検するときは天気も関係なく大雪の時も電柱に 
登って点検していることを知り、みんなのために頑張って
いることが分かった。（小４） 
・鉄だけでキーホルダーやマグネット、いろいろな形の物を
作れるんだなと発見した。（小５） 
・消防の仕事で、心臓マ 
ッサージの仕方を初め  
て知った。（小１） 
・誰かが倒れたら、救急 
車が来るまで何をした 
らよいかが分かってよ 
かった。（小４） 
・初めて救急車に乗って
いろんな物があってすごかった。（小１） 
・木こり体験をして木をノコギリで切るのは大変だ 
ということが分かった。（小３） 
・目隠しをして見えなくすると何をするときも大変と 
いうことがわかった。（小６） 
・目が見えない人の体験をしたときに折り紙を折る 
のが難しいことが分かった。（小２） 

・とっくりの名入れ職人の 
仕事は、１００年前からや 
っていること（小３） 
・茶室のマナーや、注射の 
打ち方や竹の割り方が    
わかった。（小４） 
・抹茶体験でお抹茶の飲 

み方や和菓子の食べ方などをちゃんと教えてくれてわか 
りやすかった。（小４） 
・注射が大事だということが分かった。（小１） 

・竹を削ったら箸になるんだなあと思った。（小４） 
・お薬の袋詰めがどうやっているのかがわかった。（小４） 
・レーザーは高さを測るために使う 
ことができることがわかった。（小５） 
・レーザーを初めて見て、レーザーって、 
いろいろな物の長さを測る物だったん 
だと分かった  （小２） 
・車を拭くのが大変でしたよ。（小１） 
・詐欺に騙されないように気をつける。（小４） 
・お金の使い方は、生活する上でとても大切だ。（小５） 
・すごろくができてうれしかった。時間を見てお金を使わな 
いといけないなと思った。（小３） 
・色とりどりのメロンソーダは、昨年は無くて初めてやった 
からとても楽しかった。（小４） 
・豆からコーヒーを入れるのは、初めてだった。また来年も 
コーヒー屋さんをしたい。（小４） 
・「棒の手」あんな踊りがあることをを初めて知った。長い 
歴史があることがわかった。（小３） 
・私たちが見ていない所でもがんばって動いているという 
人がいる。（小５） 
・いろんな人たちがいろんな工夫や努力をして仕事をして 
いることがわかった。（小５） 
・大人の人たちは毎日大変な仕事をしているから、将来自 
分もあんなふうになるのかなーと、思った。（小４） 
 
２． ５０年後の多治見はどうなっている？ 
・同じ講座が続いていてほしい。（小４） 
・未来に何でもデジタルにならず、新聞のように紙であった 
りするといいと思う。（小６） 
・電信柱がなくなっているかも。（小２） 
・昔からある抹茶を美濃焼茶碗で飲むことがずっと続いて 
いてほしい。（小２） 

 
３． 未来の自分へ励ましのメッセージを送ろう！ 
・私は、全部機械でつくるのではなく、コーヒー屋さんの豆 
から自分でつぶすところから始めるように、手作りのもの
が増えていくといいなと思う。そのためにこれからは手作
りのものを味わって食べたり、人が気持ちを込めて作った
ものを食べていきたい。（小５） 
・自分がおばあさんになった時、多治見にいてよかったと 
思えるような福祉の仕事に興味がわいた。今回教えても 
いただいたことを生かしていけたらいいなと思う。そのた 
めに、今から意識していきたい。（小５） 
・僕は多治見が優しい町であるといいな。そのために今、友
達や地域の人と仲よくする。（小２） 

 
６９％の受講者が、多治見に対する願いと自分の行動を
結びつけて考えることができた。 
 

４． その他参加して思ったこと 
・お金を稼ぐことの楽しさを学んでいました。ひとつひとつ
しっかりとした体験内容で、担当してくれたスタッフの方々
に感謝します。ありがとうございました。（小３保護者） 

土曜学習「わがまち 多治見大好き講座」 

参加してみて考えたよ！ 
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Ⅱ. 中学生ボランティアより 
１． 参加して新しく発見したことは何ですか？ 
・いろいろな人がいて、多くの人が来て、働いている人の大
変さを知ることができた。（中１） 

・知っていたよりも多くの職業  
があり、知っていた職業の中 
でも、さらに細かく内容が分  
かれていた。（中１） 
・前回よりも仕事ブースと買い 
物ブースが分かりやすく、混  
んでいたお菓子のブースが  

広めにとられていてよかった。私がやったブースの方々が 
優しく、接客が楽しかった。（中2） 
・ボランティアではたくさんの人と話せて、人とコミュニケー 
ションがとれてよかった。（中１） 

 
２． 今回の講座の50年後を考えよう！ 
・なくなっている仕事や変わっている仕事があるかもしれな 
いが、頑張る人たちの仕事がなくなるのは悲しい。今、い 
いな、なりたいなと思っている仕事がなくならないようにし 
たい。（中２） 
・なくなる仕事もあると思うけど休憩中に体験してみて、ど 
の仕事もおもしろくて魅力がたくさんあると思うから、50 
年後も栄えていてほしい。（中２） 

 
３． 未来の自分へメッセージを考えて送ろう 
・私は多治見が明るく今のまま続いてほしいと思っている 
ので、社会に貢献することをやりたい。（中１） 

・自分から他の誰かに何かしてあげ 
られるような人になりたい。（中１） 
・模型の仕事体験をして一つの紙か 
ら切り込みや山折り、谷折りなどを 
することで立体的な建物ができる 
のがすごいと思った。私は、建築士 
になりたいと思うので、そのために 

今、いい大学に入るために勉強を頑張っている。（中２） 
 
４． 中学生ボランティアに参加して 
・多治見の人は誰もが親切で、誰もが優しく人に振舞ってく 
れる地域だなと思った。その「優しさ」を多治見は守ってい 
けば、もっともっと温かい街になって、成長し続けることが 
できる街になると思う。（中１） 
・ボランティアをしてみて、担当した企業の魅力がとても伝 
わってきました。来年もまた参加していろいろな仕事のよ 
さを知っていきたい。（中３） 
・体験型で仕事をどのようにするかなど、詳しく体験できる 
ブースが多くて手伝う側もとても楽しくできた。冬だったの 
で上着が邪魔になるので、夏とかもやってほしい。（中２） 
・説明も片付けも大変だったけど、普段だったらならないよ 
うな体験ができてとても楽しかった。特に、説明していた 
子が完成させて帰るときに「ありがとう。」と、言ってくれて 
うれしかった。次は、今回よりもすぐ考えて動こうと思う。 
 （中１） 

Ⅲ. 高校生ボランティアより 
１． 参加して新しく発見したことは何ですか？ 
・小学生でも仕事に興味がある。（高１） 
・多治見には素晴らしいたくさんの企業がある。（高１） 
・多治見市には子どもの未来を考えている企業がかなり多 
いということ。また、誇るべき建物が多くあるのに、外への
アピールが少ないのではないかということ。（高３） 

 
２． 今回の講座の50年後を考えよう！ 
・多くの仕事がAIに代わると言われているけど、今回来て 
いた仕事はAIに代わらないなと思う。（高１） 
・消防の方たちには、50年後でもお世話になると思う。 
（高１） 
・医療系や建築系はこれから先も発展をさらにしていくの 
ではないかと思う。（高３） 
・多治見市にある素晴らしい建物をもっと市街や県外、海 
外にアピールすることができれば、建物の維持費や商店 
街の活性支援金が集まると思う。（高３） 
・子どもが少なくなっている今は、多治見の交通の便を整 
えるともう少し子育て世代が引っ越してくると思う。（高３） 

 
３． 未来の自分へメッセージを考えて送ろう 
・今回みたいにみんなで協力したり助け合ったりしている 
未来になっているといいなと思う。（高１） 
・自分のなりたい職業についているといいな。そのために
勉強を頑張る。（高１） 
・多治見市が何年先も、このような素晴らしい職業であふ 
れた町になってほしい。そのために、今の若い人たちが次 
の世代へつなげていくことが大切。（高１） 
・高校卒業後は看護学校に行くので、とてもいい経験をす 
ることができたし、これからも勉強を頑張っていく。（高３） 
・県外の方々に多治見のよさを少しでも知ってもらえるよう 
なテレビの企画を考えて、少しでも多治見市の観光事業
に役立てればと思う。だから、3月まではたくさん多治見
のよいところも見つけたいと思っている。（高３） 

 
４． 中学生ボランティアに参加して 
・今回初めてこのようなボランティアに参加して、正直とて 
も緊張していた。しかし、おりべネットワークのみなさまが、 
真摯に接してくださったので、楽しむことができた。また 
今回のことでたくさんの企業のことなどを学べてよい経 
験になったと思う。（高１） 
・ボランティアスタッフとして見 
ていて、子どもたちが楽しそ  
うでいいなと思った。これか 
ら先も続けていけると、小中 
学生が自分の夢をもつのに 
よい機会だと思う。（高３） 

 
Ⅳ. 大学生ボランティアのつぶやき 
・自分の子どもの時にも、こういうのがあったらよかったの 
になぁ。 （後に聞くと、出身は他県でした。） 

 

 

 


